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２ ０ ２ １ 年 度 第 ２ 回 法 学 研 究 科 委 員 会 議 事 録 要 旨  
 

日  時：２０２１年５月１９日（水）１５時３０分～１６時１０分 

開催方法：Zoom によるオンライン及び対面による開催 

会議場所：板橋校舎 １号館 ４階 １－０４２０教室 

構成員数：２３名（定足数１２名） 

出 席 者：２１名（定足数充足） 

オブザーバー参加：１名 

 

議長：  坂部真理（法学研究科委員長） 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

＜議案＞ 

議案１．大学院法学研究科博士課程前期課程法律学専攻科目担当候補者選考委員会の設置について 

議長の指名により法律学専攻主任から、下記のとおり法律学専攻博士課程前期課程候補者として 1

名の推薦があり、議長より同候補者にかかる選考委員会の設置が提案された。これを受けて、穂率学

専攻主任からそれぞれ選考委員の推薦があり、委員会はこれを承認した。 

 

議案２．大学院法学研究科博士課程後期課程法律学専攻科目担当候補者選考委員会の設置について 

議長の指名により法律学専攻主任代行である委員から、下記のとおり法律学専攻博士課程後期課程

候補者として 1 名の推薦があり、議長より、同候補者にかかる選考委員会の設置が提案された。これ

を受けて、法律学専攻主任代行である委員からそれぞれ選考委員の推薦があり、委員会はこれを承認

した。 

 

議案３．大学院法学研究科博士課程後期課程政治学専攻科目担当候補者選考委員会の設置について 

 議長の指名により政治学専攻主任代行の委員が指名され、下記のとおり政治学専攻博士課程後期

課程候補者として 1 名の推薦があり、議長から、下記のとおり推薦があり、議長から同候補者にかか

る選考委員会の設置が提案された。これを受けて、政治学専攻主任代行委員からそれぞれ選考委員の

推薦があり、委員会はこれを承認した。 

 

なお、議長より、議案１、議案２、議案３については、７月の第 4 回法学研究科委員会にて投票を

実施するために対面式会議となる旨提案がなされた。 

 

議案４．2021 年度給付奨学金候補者の選出について 

 議長より、資料に基づき説明がなされた。議長の指名により法律学専攻主任委員より１年生からは

唯一の在籍者を、2 年生からは慣例により成績上位者を推薦する旨報告があり、委員会はこれを承認

した。 

 

議案５．法学研究科委員会開催日程について（案） 

 議長より、資料に基づき説明がなされ、委員会開始時刻を従来の１５時３０分から１４時３０分に

する旨報告がなされ、委員会はこれを承認した。 
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議案６．2022 年度大学院入学試験要項(案)について 

議長より、資料に基づき説明がなされた。委員より資料では２名の委員の欄が「募集せず」になっ

ていない旨指摘があり、後日修正するとして委員会はこれを承認した。 

 

議案７．大学院入試に係る出願資格審査の取扱いについて 

議長の指名により、事務職員から、出願資格審査に一度合格した受験生の対応が各研究科および各

専攻において異なるゆえに窓口対応が混乱しているゆえ、すべての受験生に出願資格審査の願書をま

ずは提出させたうえでその後の審査を各研究科および各専攻が実施することへ変更することが検討さ

れている旨説明があった。なお、法律学専攻も政治学専攻の現行の取り扱いについて変更する必要が

ない旨説明があり、委員会はこれを承認した。 

なお、内規の変更の必要性については、次回委員会にて報告する。 

 

議案８．2021 年度各種委員会委員の変更について 

議長より、政治学専攻主任が指名され、１名の委員の休職に伴い委員の資格がない旨確認さ

れたことから、政治学専攻の法学研究科内 FD委員を当該委員から政治学専攻主任に変更する旨

提案があり、委員会はこれを承認した。 

 

議案９．「大学院改革ワーキンググループ報告書（答申）」について 

議長より資料について説明がなされた。4 月の研究科委員長会議において副学長より、外部評価委

員会が大学院は定員未充足であることを重点的に指摘されたゆえに、以下の改革案について各研究科

で検討するよう諮問された。 

 

（1）経済学研究科、経営学研究科、法学研究科の「社会科学研究科（仮）」への統合。 

（2）文学研究科、外国学研究科の一部統廃合、および両研究科横断的な専修コースの設置 

 

回答期限は 7 月 22 日（木）との報告がなされた。 

 

なお、委員より様々な意見が開陳された。議長より、意見等を踏まえて次回の研究科委員長会議で

明らかにしていきたい旨、説明がなされた。 

 

議案１０．その他 

特になし。 

 

＜報告承認事項＞ 

報告承認事項１．2021 年度自己点検・評価シートについて 

 議長より、資料に基づき説明がなされ、メールにて回覧した 2021 年度自己点検・評価シートについ

て委員から意見が無かったゆえに同シートを提出したい旨報告がなされ、委員会はこれを承認した。 

 

報告承認事項２．公共政策学専修コース運営委員会からの報告について 

議長より、2021 年度第 1 回研究科委員会で承認された公共政策学専修コースのアドミッションポ

リシーが、2021 年度第 1 回公共政策専修コース運営委員会および大学院評議会において承認された
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旨報告があり、委員会はこれを承認した。 

 

報告承認事項３．その他 

特になし 

 

＜報告事項＞ 

報告１．大学院評議会等会議報告 

 議長より、資料に基づき報告がなされた。 

 

報告２．2020 年度法学研究科決算報告について 

議長より、資料に基づき報告がなされた。 

 

報告３．法学研究科博士課程前期課程 2 年院生研究発表会について 

議長より、資料に基づき 6 月 23 日（水）14 時よりハイブリッド形式で実施するとの報告がなされ

た。 

 

報告３．その他 

特になし。 

 

＜閉会＞ 

以上の審議をもって議長が閉会を宣し、1６時１０分閉会した。 

以 上  


